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1.構造・機能

（１）処理対象人員、処理方式、処理性能

（一財）日本建築センター
性能評価値

処理対象人員 ： 5・7・10人

処 理 方 式 ： 接触ろ床方式

処 理 性 能 ： BOD

T-N

SS

COD

≦

≦

≦

≦

20mg/L

20mg/L

15mg/L

30mg/L

許 認 可 ： 型式適合認定

型式認定

全浄協登録「環境配慮型浄化槽」

FRP評定支柱レス
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1.構造・機能

（２）フローシート

沈
殿
分
離
槽

嫌
気
ろ
床
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ろ
床
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処
理
水
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消
毒
槽
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放

流

流

入

汚泥
移送
AP

循環AP（循環水/逆洗水）

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

AP ：エアリフトポンプ略

：ピークカット部

汚泥撹拌
装置

水平移流
バッフル
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1.構造・機能

（３）仕様表
CA-5型 CA-7型 CA-10型

有
効
容
量

沈殿分離槽 0.317

1.513

0.447

2.117

0.635

3.029

嫌気ろ床槽 0.600 0.842 1.208

ピークカット部 0.120 0.170 0.246

接触ろ床槽 0.296 0.415 0.593

処理水槽 0.165 0.228 0.326

消毒槽 0.015 0.015 0.021

寸

法

最大横巾：Ｗ 970 1300

最大縦巾：Ｌ 1,700 2,310 2,470

全 高：Ｈ 1,520

流入・放流管底 流入=260 、放流=290 （槽内落差=30）

ブ
ロ
ワ

型式名 CAB5 CAB7 CAB10

送風量 60L/分（15kPa） 90L/分（15kPa） 110L/分（18kPa）

消費電力 39W 55W 75W

吐出口径 13A 20A

※高さ寸法にはマンホール枠高さ（30）は含まれていません。

（m3）

（mm）
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1.構造・機能

（４）各槽の構造と機能
★ﾋﾟｰｸｶｯﾄ部
風呂排水等の流入ﾋﾟｰｸを緩和

★沈殿分離槽
固形物や油脂などを固液分
離して貯留

★嫌気ろ床槽
固形物の分離貯留と有機物
の嫌気分解や酸化態窒素の
脱窒

★接触ろ床槽
有機物の好気分解とｱﾝﾓﾆｱ
性窒素の硝化、浮遊物質
（SS）の除去

★処理水槽
処理水を一時的に貯留し、
循環APで処理水や底部汚泥を
沈殿分離槽に返送

★消毒槽
処理水の消毒

☆汚泥撹拌装置
底部汚泥をばっ気
撹拌し、汚泥のｽｶ
ﾑ化を促進

☆汚泥移送AP
底部汚泥を沈殿分離槽へ常時移送

☆水平移流ﾊﾞｯﾌﾙ
堆積汚泥の巻き
上げ防止

★ブロワ
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1.構造・機能

（５）沈殿分離槽

水平移流バッフルにより、堆積汚泥の巻き上げ防止

   ⇒最大80cmの汚泥貯留（堆積汚泥）が可能
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1.構造・機能

（５）沈殿分離槽＜汚泥撹拌装置＞

汚泥撹拌装置で堆積汚泥の一部をばっ気撹拌

   ⇒スカム化を促進し、汚泥貯留能力を向上
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1.構造・機能

（６）嫌気ろ床槽

汚泥移送エアリフトポンプで嫌気堆積汚泥を

沈殿分離槽へ常時移送 ⇒二次処理への汚泥流出を低減

沈殿分離槽

嫌気ろ床槽

汚泥移送エアリフトポンプ

嫌気ろ材
網様円筒状
（φ74×L73）

接触ろ床槽
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1.構造・機能

（７）接触ろ床槽

微生物の付着性およびSSの捕捉性が良好なろ材を効果的に配置

ばっ気強度を高めて閉塞防止 ⇒処理性能の安定化

参考 CE型 = 7.6m3/（m3・h）
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1.構造・機能

（８）ピークカット部

型式 CA-5 CA-7 CA-10

ピークカット容量 120L 170L 246L

処理水槽容量 165L 228L 326L

（合計） （285L） （398L） （572L）

◆過剰なピーク水量では、
槽内水位が流入管底より
2～3cm高くなることがあり
ますが、放流エアリフトポン
プで速やかに低下します。
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1.構造・機能

（９）消毒槽

薬剤筒

消毒槽

放流エアリフトポンプ

通常放流水
オーバーフロー水

薬剤筒固定具兼バッフル
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1.構造・機能

（１０）空気配管（CA-5型）

流入⇒ ⇒放流

◆分配バルブ（青）
接触ろ床槽のエアーバランス調整

◇放流オリフィス
放流エアリフトポンプの
空気量を設定

◇分岐オリフィス
汚泥撹拌の空気量を設定

◆移送バルブ（灰）
汚泥移送水量の調整

◆循環バルブ（灰）
循環水量の調整



●送気口は流入側に１つ！
●配管長さは5m以内、曲がりは5カ所以内

●配管材料
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2.施工時の留意点

（１）槽外配管

５ｍまたは曲がりが5カ所を越える場合は、
配管径を径違いソケットでワンランク大きくして
風量の損失を防いでください。

配管名称 流入・放流管 臭突管 送気管

硬質
塩ビパイプ

VP100
又は

VU100

VP50
又は
VU50

VP13（CA-5,7型）

VP20（CA-10型）
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2.施工時の留意点

（２）試運転調整
1.ブロワと浄化槽の接続配管の確認

■確認方法（正しく接続されている場合）
①接触ろ床槽のばっ気
⇒左右ばっ気されている。
②沈殿分離槽の汚泥撹拌装置
⇒ばっ気されている。

2.空気配管バルブの状態確認

①

①

②

色
工場出荷時の
バルブ開度（%）

調整内容

分配バルブ 青 50 接触ろ床槽のばっ気バランス

循環バルブ 灰 50（45※） 循環水量

移送バルブ 灰 50（45※） 汚泥移送水量

※（CA-10型の開度）
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2.施工時の留意点

（２）試運転調整
3.循環および汚泥移送水量の確認

循環・移送バルブの操作方法 

・水位が L.W.L であることを確認してください。 

・下表を参考にバルブを調整してください。 

・水量の確認は必ず移送管出口で実測してください。 

【循環・汚泥移送水量の目安】 

使用水量(m3/日) 1.0 以下 1.1～1.4 1.5 以上 

実使用人員・人槽 5 人以下 6、7 人 8～10 人 

L.W.L.水量(L/分) 
1.7 

（1.4～2.1） 

2.4 

（1.9～2.9） 

3.5 

（2.8～4.2） 
 

 

処理性能に関して循環および汚泥移送水量の調整は
特に重要です。
実使用水量や人槽に応じた水量に設定してください。
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★オリフィス閉塞

塩ビ切粉 砂

施工時に異物が配管内に入るケースがあ
ることから、試運転調整時（初回点検時）
に汚泥撹拌装置のばっ気状況と放流エア
リフトポンプの稼働状況を注意深く確認し
てください。

2.施工時の留意点 不具合事例の紹介
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3.保守点検時の留意点

■点検作業

点検作業と判断基準

ばっ気状況
汚泥撹拌装置；ばっ気されていること
接触ろ床槽；気泡が左右均等に上がっていること

循環水量 循環水量の測定

汚泥移送水量 汚泥移送水量の測定

水質測定
透視度測定（処理水30cm以上）、DO測定（接触ろ床槽3mg/L以上）、
pH測定（処理水5.8～8.6）、窒素簡易測定（処理水各態窒素合計20mg/L以下）

スカム厚 隔壁を乗り越えたり、またはその形跡が認められないこと

堆積汚泥厚
沈殿分離槽；80cm未満であること
嫌気ろ床槽；30cm未満であること
処理水槽；なきこと

消毒槽 残留塩素が検出されること
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3.保守点検時の留意点

■保守作業

保守作業

逆洗と逆洗水の
移送

接触ろ床槽の逆洗作業
循環エアリフトポンプによる逆洗水の移送
ばっ気バランスの調整

嫌気ろ床槽の
ガス抜き作業
【必要に応じて】

嫌気ろ床内にガスが多量に溜まっている、または水位差が生じている場合には
ガス抜き作業を行う

循環水量 循環水量の調整

汚泥移送水量 汚泥移送水量の調整

ブロワ 運転状況の確認、エアフィルターの掃除・交換

■保守点検の頻度は4ヶ月に1回以上
■新しい管理技術・管理道具は特に必要ありません
■維持管理要領書、施工要領書、維持管理動画は、ホームページからダウンロード

 できますのでご活用ください http://www.fujiclean.co.jp/
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3.保守点検時の留意点

（１）処理水の採水場所
処理水槽から採水
⇒生物膜やスカムを混入させないよう小口径の採水器で

採水してください。

処理水槽（採水場所）

消毒槽

消毒槽スカムバッフル内

市販の灯油ポンプ等を用い
て消毒槽スカムバッフル内か
ら採水してください。

灯油ポンプ

ビーカー等

【処理水槽にスカムがある場合】

バッフル壁面に付着した生
物膜（ＳＳ）を吸わないように
注意！
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窒素除去性能の確認について（簡易測定）

商品名：パックテスト
型番：KR-NH4（アンモニウム）

(株)共立理化学研究所

商品名：アクアチェック
型番：アクアチェックN（硝酸・亜硝酸）

日産化学工業(株)

■窒素除去の良し悪しは、目視で確認することができません。
試験紙などの簡易測定で確認してください。

処理水全窒素濃度（T-N）＝ a ×（NH4-N）＋ b ×（NOx-N）
a=1.00、 b=0.85

NH4-NとNOx-Nの合計が20mg/L以下なら適正
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3.保守点検時の留意点

（２）循環・汚泥移送水量の測定と調整
点検毎に水量を測定
⇒処理水槽の水位がL.W.L.の時に水量が

下表の範囲内となるようバルブで調整してください。

循環・移送バルブの操作方法 

・水位が L.W.L であることを確認してください。 

・下表を参考にバルブを調整してください。 

・水量の確認は必ず移送管出口で実測してください。 

【循環・汚泥移送水量の目安】 

使用水量(m3/日) 1.0 以下 1.1～1.4 1.5 以上 

実使用人員・人槽 5 人以下 6、7 人 8～10 人 

L.W.L.水量(L/分) 
1.7 

（1.4～2.1） 

2.4 

（1.9～2.9） 

3.5 

（2.8～4.2） 
 

 

水位が高いときは、他の点検作業を先に
実施してください。
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3.保守点検時の留意点

（３）接触ろ床槽の逆洗
必ず点検毎に逆洗と逆洗水の移送を実施
⇒ 分配バルブ を操作して片側ずつ逆洗した後、

  循環バルブ を操作して逆洗水の移送を行ってください。

■逆洗および逆洗水の移送操作
①分配バルブ（青）の目盛りをA又はB100%

に合わせ、片側1分間ずつ逆洗を行います。
②分配バルブ（青）を元に戻します。
③循環バルブ（灰）の目盛りを100%にし、

処理水槽底部より逆洗水の移送を行います
（目安1分間）。

④逆洗水のSS濃度が薄くならない場合は、
①～③の操作を2,3回繰り返します。

⑤循環バルブ（灰）を逆洗前の状態に戻し、
循環水量を再調整します。
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3.保守点検時の留意点

（３）接触ろ床槽の逆洗（逆洗回数について）

■逆洗回数の判断目安

【適正】

●逆洗水の濃度が薄くなるまで
逆洗操作を繰り返してください。

＜目安2～3回＞

接触ろ床槽の機能を維持する上で逆洗操作は特に重要です。
点検毎に必ず実施し、逆洗水の状況を確認してください。
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バルブ操作銘板（浄化槽内設置）
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3.保守点検時の留意点

（４）嫌気ろ床槽のガス抜き（必要に応じて）
多量のガスが蓄積している場合は、ガス抜き作業
⇒嫌気ろ床内を塩ビパイプで数カ所突いて、ろ床内のガスを

抜いてください。

嫌気ろ床槽にスカムが浮上している場合
もガス抜きを実施して問題ありません。

30cm30cm

55cm

30cm

ガス抜き作業後は、移送バルブ（灰）の
目盛りを100%にして30秒程度汚泥移送
を行ってください。
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汚泥移送管

2015/5/27（経過40日）

2015/10/15（経過181日）

使用開始初期に汚泥移送管内の生物膜が
発達し、移送水量が低減する事例あり。
移送管の掃除後、再発なし。
⇒初期点検時に注意深く観察し、必要に
応じて掃除を実施してください。

循環移送管

★汚泥移送管生物膜

3.保守点検時の留意点 不具合事例の紹介

再発なし

一度掃除
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＜駆除前＞ ＜駆除後＞

処理水透視度=28cm

〃 BOD=34mg/L

〃 SS=9.6mg/L

処理水透視度=94cm

〃 BOD=4.4mg/L

〃 SS=2.2mg/L

（株）サナ・サカマキラーを接触ろ床槽に投入

★サカマキガイの大量発生

サカマキガイ駆除後、透視度大幅改善⇒詳細は維持管理要領書、Q&A参照。
生物膜の付着性が良好なろ材を採用しているため早期に性能回復。

3.保守点検時の留意点 不具合事例の紹介
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4.不具合時の対応について

（１）散気管の閉塞

■散気管（接触ろ床槽）
散気管が目詰まりしている場合は、圧力水洗浄やブラシ洗浄

を行ってください。

圧力水洗浄 ブラシ洗浄

※ブラシ部を曲げたり、
長さを短くすると入れや
すくなります。
注）管内にブラシ毛が抜
け落ちることのないよう
加工の際は注意してくだ
さい。

縦管

ループ 部

※ブラシ部を曲げたり、
長さを短くすると入れや
すくなります。
注）管内にブラシ毛が抜
け落ちることのないよう
加工の際は注意してくだ
さい。

縦管

ループ 部

ペンチ等でブラシ
先端を半分に折り
曲げるとスムーズ
に挿入できます。
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4.不具合時の対応について

（１）散気管の閉塞
■汚泥撹拌装置（沈殿分離槽）

汚泥撹拌装置内のばっ気が停止している場合、分岐オリフィスや内管（φ13）
の目詰まりが考えられます。以下の閉塞解除作業を行ってください。

⇒ユニオンを外して分岐オリフィスを確認
⇒内管のブラシ洗浄（ユニオンを外してブラシ洗浄）
⇒内管の圧力水洗浄（ユニオンを外して水道ホース直結）

ストッパーリング

ユニオン

緩める

内管は取り
出すことも
できます。

分岐オリフィス 内管
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4.不具合時の対応について

（２）ろ床の閉塞
■嫌気ろ床槽の閉塞 ■接触ろ床槽の閉塞
清掃孔内外で5cm以上の水位
差がある場合は、ろ床内に直
接空気を送り込み閉塞を解除
してください。

接触ろ床槽と処理水槽で5cm
以上の水位差がある場合は、
ろ床内に直接空気を送り込み
閉塞を解除してください。

手動逆洗操作

ブロワ

手動逆洗操作

SUS管（φ9.5程度） 塩ビパイプ（VP13）

底部汚泥
を荒らさな

いように、パイプ
の差し込みは、
ろ材受け面まで
（85cm）としてく
ださい。

85cm
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4.不具合時の対応について

（３）放流エアリフトポンプの詰まり

放流エアリフトポンプが詰まるとピークカットが適正に
機能せず、処理水質が悪化するおそれがあります。

処理水槽の水位がL.W.L.より高いにもかかわらず、放流エアリフトポンプが
揚水していない場合は、放流オリフィスや放流エアリフトポンプの点検・掃除
を行ってください。

放流エアリフトポンプの掃除

※オリフィスの確認
柔らかい布で汚れを拭き取る

放流オリフィス
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5.清掃時の留意点

（１）清掃頻度

清掃は毎年1回実施 （沈殿分離槽と嫌気ろ床槽全量）

（２）清掃時期の目安

沈殿分離槽の堆積汚泥厚が80cm以上、かつ嫌気
ろ床槽の堆積汚泥が30cm以上認められるとき

30cm

80cm

堆積汚泥

スカム

CA型は嫌気ろ床槽でも
スカム貯留が可能な構造
となっています。嫌気ろ床

槽全面にスカムが形成されてい
ても異常ではありません。清掃
時期の判断は左図の堆積汚泥
厚を目安としてください。
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5.清掃時の留意点

（３）清掃の手順

必ず、最初に嫌気ろ床槽から清掃を行ってください。
沈殿分離槽を先に清掃すると、嫌気ろ床槽の水位が低下して、
スカムが嫌気ろ床内に入り込み、嫌気ろ床が閉塞するおそれがあります。

■嫌気ろ床槽の清掃（汚泥・スカム全量）
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5.清掃時の留意点

（３）清掃の手順

■沈殿分離槽の清掃（汚泥・スカム全量）

汚泥撹拌装置のドラフトチューブ（網様ロール）に汚泥等の付着物が
認められる場合は、圧力水等で洗浄してください。
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5.清掃時の留意点

（３）清掃の手順

■接触ろ床槽の清掃（必要に応じて）
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6.まとめ

■施工時の留意点
・槽外配管；配管長5m以内,曲がり5ヵ所以内

CA-10はVP20（CA-5,7はVP13）
・試運転確認；ばっ気状況の確認

L.W.Lで移送水量の調整

■保守点検時の留意点
・循環/汚泥移送水量；L.W.Lで移送水量の調整
・嫌気ろ床槽；必要に応じてガス抜き
・接触ろ床槽；4ヶ月に1回の逆洗と逆洗水の移送

■清掃時の留意点
・作業手順；はじめに嫌気ろ床槽上部から引き抜き
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